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岩手県岩泉町議会

シリーズ

　地域おこし協力隊の鎌田優
ゆう

さん、和
かづ

美
み

さ
んご夫婦。岩泉町で出会い結婚され、光

ひかり

ちゃ
ん（１歳）と３人で暮らしています。ご夫
婦はそれぞれで、特産品の６次化に取り組
んでいます。

キキララッッとと光光るる人人 ➓

　本号はダブル表紙です。
　「特集　議会が暮らしに与えた影響は～４年
間の軌跡～」は、裏表紙からご覧ください。

Ｐ2	 	持続可能なまちづくりの創造
Ｐ４	 	防災マップ更新・Ｗeb版も	

～災害に強い安心の町へ～
Ｐ10	 	町の考えを問う	

（10議員が一般質問）
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令
和
７
年
第
１
回
定
例
会
は
、
２
月
６
日
か
ら
３

月
７
日
ま
で
の
30
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
初
日
に
行
わ
れ
た
施
政
方
針
演
述
（
※
）
で
中
居

町
長
は
「
公
約
で
あ
る
『
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
創
造
』
を
目
指
し
て
各
般
の
施
策
を
積
極
的
に
進

め
て
い
く
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
２
月
27
日
と
28
日
に
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
10

人
の
議
員
が
登
壇
（
質
問
の
内
容
は
10
㌻
か
ら
15
㌻

ま
で
）。

　
町
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
７
年
度
当
初
予
算
を
含

む
議
案
31
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
を
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
。

次
は
、防
災
マ
ッ
プ
更
新
・
Ｗ
ｅ
ｂ
版
も

定例会のあらまし定例会のあらまし

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
創
造子どもたちに向けてわたしたちが創る未来（畠山鈴

り お

央ちゃん・１歳）

　
（
要
約
）
町
で
は
、
自

然
災
害
や
物
価
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
、
農
産

物
被
害
や
海
産
物
の
不
漁

な
ど
可
能
な
限
り
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
７
年
度
も
「
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
創
造
」

を
目
指
し
て
各
種
施
策
を

積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

　
厳
し
さ
を
増
す
地
域
経

済
の
状
況
を
改
善
す
る
た

め
、
町
内
で
新
た
な
事
業

に
挑
戦
す
る
事
業
者
や
起

業
希
望
者
を
応
援
し
地
域

の
潜
在
的
な
力
を
引
き
出

し
、
地
域
社
会
・
経
済
の

活
性
化
を
推
進
す
る
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
自

　
岩
泉
町
未
来
づ
く
り
プ

ラ
ン
は
、
本
町
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
う
え
で
、

最
も
基
本
と
な
る
最
上
位

計
画
で
す
。

　
ま
ち
の
将
来
像
「
希
望

の
大
地
か
ら
未
来
の
花
咲

く
い
わ
い
ず
み
」
を
着
実

に
実
現
し
て
い
く
た
め
、

基
本
目
標
に
掲
げ
る
３
つ

の
花
。「
生
き
が
い
の
花
」

「
暮
ら
し
の
花
」「
な
り
わ

い
の
花
」
ご
と
に
、
７
年

度
の
主
な
事
業
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

主
財
源
の
確
保
に
注
力
。

事
務
事
業
の
改
善
・
改
革

に
取
り
組
み
、
社
会
経
済

の
変
化
に
適
応
し
た
財
政

運
営
、
多
様
化
す
る
課
題

に
対
応
で
き
る
し
な
や
か

な
組
織
体
制
の
構
築
に
努

め
る
。

　

各
種
手
数
料
・
使
用

料
、
補
助
金
な
ど
の
見
直

し
を
進
め
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
的
向
上
と
健
全
な
行
財

政
運
営
の
両
立
を
目
指
す
。

　
町
議
会
・
町
民
の
皆
さ

ま
と
心
を
一
つ
に
し
知
恵

を
出
し
合
い
、
一
つ
一
つ

の
課
題
に
真
摯
に
向
き
合

い
、
怯
む
こ
と
な
く
果
敢

に
挑
戦
し
て
い
く
。

知
恵
を
出
し
合
い
課
題
に
挑
戦

�

中
居
町
長
の
施
政
方
針

施政方針演述をする
中居健一町長

町長施政方針

３つの花づくり
～７年度の主な事業～

誰もが健康で学び
幸せな生涯が咲き誇る
生きがいの花づくり

レクリェーション広場に遊具を�レクリェーション広場に遊具を�
整備� 1374 万円整備� 1374 万円【関連７㌻】【関連７㌻】

◆楽しく集える公園の整備

安全安心で
豊かな生活が咲き誇る
暮らしの花づくり

生活道の整備補助生活道の整備補助
　� 1800万円　� 1800万円

◆生活関連道路網の整備

住宅リフォーム補助金を空き家対住宅リフォーム補助金を空き家対
策含め拡充� 1810万円策含め拡充� 1810万円【関連６㌻】【関連６㌻】

◆良好な住宅環境の整備

加齢性難聴者の補聴器購入へ加齢性難聴者の補聴器購入へ
助成� 84 万円助成� 84 万円

◆高齢者の社会参加を促進

学校と地域をつなぐ地域連携学校と地域をつなぐ地域連携
コーディネーターを配置� 203万円コーディネーターを配置� 203万円

◆地域ぐるみで子どもたちを育む

鼠入川線の舗装工事鼠入川線の舗装工事
� 5000万円� 5000万円

◆身近で重要な町道の整備

ローカル10000プロジェクトを活用した創業、�ローカル10000プロジェクトを活用した創業、�
新規事業の支援� 1315万円新規事業の支援� 1315万円【関連７㌻】【関連７㌻】

◆地域資源を活用した雇用創出

地域資源を活用し
新しい価値が咲き誇る
なりわいの花づくり

デジタルコンテンツ（ＶＲなど）を活デジタルコンテンツ（ＶＲなど）を活
用した龍泉洞企画� 198万円用した龍泉洞企画� 198万円

◆龍泉洞の魅力発信

農作物の鳥獣被害対策で電気牧柵農作物の鳥獣被害対策で電気牧柵
の更新も対象に拡充の更新も対象に拡充� 907 万円� 907 万円

◆農作物の収益の向上

（※）�町長が町政運営の基本方針や主な施策を示すもの。当初予算を提案す
る町議会定例会で表明される。
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定例会のあらまし定例会のあらまし

次
は
、
空
き
家
対
策
を
強
化

防災マップ作成防災マップ作成
Ｗｅｂ版公開も�Ｗｅｂ版公開も�11651165万円万円

防災マップ更新・Ｗｅｂ版も
～災害に強い安心の町へ～

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額

１
０
５
億
４
７
０
０
万
円

　
７
年
度
一
般
会
計
と
５

特
別
会
計
、
水
道
事
業
会

計
、
下
水
道
事
業
会
計
の

総
額
は
、
１
４
４
億
４
９

８
９
万
円
。
う
ち
一
般
会

計
は
１
０
５
億
４
７
０
０

万
円
で
、
前
年
度
か
ら
７

億
４
７
０
０
万
円
の
増

（
７
・
６
％
）
で
す
。

　
増
額
の
主
な
要
因
は
、

小
川
地
区
複
合
施
設
の
整

備
、
ふ
れ
あ
い
交
流
福
祉

館
と
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
改
修
な
ど
の
工
事

費
。
防
災
マ
ッ
プ
作
成
、

ウ
ェ
ブ
版
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
構
築
に
か
か
る

委
託
料
。
来
年
度
予
定
さ

れ
て
い
る
町
長
、
町
議
会

議
員
選
挙
に
伴
う
選
挙
費

な
ど
で
す
。

　
さ
ら
に
、
空
き
家
対
策

を
強
化
す
る
た
め
実
態
調

査
を
実
施
。
空
き
家
の
取

得
や
解
体
の
補
助
が
新
設

さ
れ
、
空
き
家
の
利
活
用

や
適
正
な
管
理
を
推
進
し

ま
す
。

その他の主な新規事業
＊町政70周年（令和８年度）の記念誌を作成　　　【330万円】
１年かけて掲載内容など検討、寄稿依頼、編集を行う。

＊農業経営収入保険の加入促進　　　【60万円】
　保険料の一部を助成し、農業者の経営努力では避けられな
い農業収入の減少を広く保証する保険加入を後押しする。

＊小本川流域の内水面活性化　　　【240万円】
　小本川漁協などが行う淡水魚の種苗放流経費を補助する。

防火水槽の建設整備防火水槽の建設整備�� 11091109万円万円
（大牛内地区）（大牛内地区）

避難誘導看板を設置避難誘導看板を設置
（中島・岸・卒郡地区など）�（中島・岸・卒郡地区など）� 775775万円万円

一般会計 105億 4700万円の内訳

◇
財
政
用
語

【
地
方
交
付
税
】
町
の

財
政
力
に
応
じ
て
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
お
金

【
国
庫
・
県
支
出
金
】

町
が
行
う
事
業
に
対
し

て
国
・
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金

【
町
債
】
事
業
の
財
源

に
充
て
る
た
め
国
な
ど

か
ら
借
り
た
お
金

【
人
件
費
】職
員
の
給
与

【
扶
助
費
】
児
童
手
当

や
医
療
費
助
成

【
公
債
費
】
事
業
を
行

う
と
き
に
借
り
た
お
金

の
返
済
金

【
物
件
費
】
旅
費
や
消

耗
品
費

【
維
持
補
修
費
】
公
共

施
設
の
維
持
・
管
理
費

【
補
助
費
】
補
助
金
や

交
付
金
な
ど

【
普
通
建
設
事
業
費
】

道
路
や
学
校
な
ど
の
建

設
費

【
災
害
復
旧
事
業
費
】

自
然
災
害
な
ど
で
壊
れ

た
公
共
施
設
を
復
旧
す

る
費
用

お
し
え
て

お
し
え
て

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

ぴ
ー
ち
ゃ
ん

町税
7億3461万円
(7.0％)

国庫支出金
7億8835万円(7.5％)

県支出金
4億3662万円(4.1％)

町債
(借入金)

11億8430万円
(11.2％)

交付金など
2億9868万円(2.8％)

その他
17億8781万円
(17.0％)

歳　入（入ってくるお金）

地方交付税
（国から交付
されるお金）
53億1663万円
(50.4％)

依存財源
（国や県、借入金に頼るお金）

(76％)

自主財源
（町で集めるお金）

(24％)

歳　出（支払うお金）

義務的経費
(41.0％)

その他
(43.4％)

投資的経費
(15.6％)

物件費
14億7978万円
(14.0％)

補助費など
18億8327万円
(17.9％)

維持補修費
2億7814万円
(2.6％)

普通建設事業費
16億3124万円
(15.5％)

その他
9億3357万円
(8.9％)

災害復旧事業費
1400万円
(0.1％)

扶助費
5億9947万円
(5.7％)

人件費
20億804万円
(19.0％)

公債費
17億1949万円
(16.3％)

７年度　各会計の当初予算額
会　　計　　名 予算額 伸び率

一　　般　　会　　計 105億4700万円 7.6%

特　
別　
会　
計

国民健康保険
事 業 勘 定 10億5800万円 △0.4%

診療施設勘定 3820万円 △2.3%

後 期 高 齢 者 医 療 1億4830万円 9.0%

介 護 保 険
事 業 勘 定 14億4800万円 △2.9%

サービス事業勘定 1230万円 5.1%

観 光 事 業 1億7510万円 △6.4%

大 川 財 産 区 480万円 9.1%

合　　　　計 134億3170万円 5.5%

水道事業（公営企業会計） 6億9433万円 △4.6%

下水道事業（公営企業会計） 3億2386万円△23.4%

一般会計当初予算と人口の推移

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
（人）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

9,496人
8,987人

8,845人8,845人

9,958人9,958人

9,736人9,736人
9,281人9,281人 8,458人8,458人

8,198人8,198人
7,948人7,948人

7,724人7,724人

28 29 30 元 2 3 4 5 ６ ７（年度）

当初予算額の推移 人口

（百万円）

9
8
億
円

9
8
億
円

1
0
5
億
4
7
0
0
万
円

1
0
5
億
4
7
0
0
万
円

1
0
9
億
2
0
0
0
万
円

1
0
9
億
2
0
0
0
万
円

2
0
3
億
4
5
0
0
万
円

2
0
3
億
4
5
0
0
万
円

1
2
8
億
6
0
0
0
万
円

1
2
8
億
6
0
0
0
万
円

1
0
9
億
3
0
0
0
万
円

1
0
9
億
3
0
0
0
万
円

1
0
1
億
3
7
0
0
万
円

1
0
1
億
3
7
0
0
万
円

9
9
億
7
0
0
0
万
円

9
9
億
7
0
0
0
万
円

9
3
億
9
3
0
0
万
円

9
3
億
9
3
0
0
万
円

1
0
1
億
7
0
0
万
円

1
0
1
億
7
0
0
万
円

当初予算の
概要

　
令
和
７
年
度
の
新
規
事
業
は
、
自
然
災
害
か
ら
命

を
守
り
安
心
で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

「
岩
泉
町
防
災
マ
ッ
プ
」
を
最
新
情
報
に
更
新
。
Ｗ

ｅ
ｂ
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
構
築
し
ま
す
。
５
年
度

に
新
た
に
津
波
浸
水
想
定
区
域
に
含
ま
れ
た
中
島
、

岸
、
卒
郡
地
区
な
ど
に
避
難
誘
導
看
板
を
設
置
予
定

で
す
。

　
３
月
定
例
会
に
提
出
さ

れ
た
請
願
は
１
件
で
し

た
。
産
業
常
任
委
員
会
に

付
託
し
、
審
査
の
結
果
、

不
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆
請
願
の
名
称

　
小
本
字
小
成
地
内
、
土

側
溝
の
大
雨
対
策
に
関
す

る
請
願

＊
請
願
人

　
小
成
部
落
会

　
会
長　
三
浦　
孝
男

＊
紹
介
議
員

　
千
葉
泰
彦
議
員

＊
付
託
先

　
産
業
常
任
委
員
会

＊
請
願
事
項

　

大
雨
の
降
水
量
は
、

年
々
増
加
し
て
い
る
。
小

成
部
落
地
内
に
は
い
ま
だ

に
土
側
溝
の
ま
ま
放
置
さ

れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。

大
雨
で
も
流
路
が
確
保
で

き
る
よ
う
、
Ｕ
字
溝
へ
の

改
良
施
行
を
求
め
る
。

＊
審
査
の
結
果

　
不
採
択

１
件
を
不
採
択

請�

願
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新年度予算審査特別委員会新年度予算審査特別委員会

　
新
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会（
坂
本
昇
委
員
長
）

は
３
月
４
日
か
ら
７
日
ま
で
４
日
間
の
日
程
で
開
き

ま
し
た
。

　
審
査
の
中
で
は
、
空
き
家
の
取
得
・
解
体
に
対
す

る
新
た
な
補
助
制
度
「
住
ま
い
る
づ
く
り
事
業
」
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
の
遊
具
整
備
な
ど
へ
の
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
い
く
つ
か
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

　自宅も築15 年以上で、厨房や浴室など水
回り部分に傷みが出ており、時期をみて検討
したいです。
　増える空き家。利活用や解体費用補助な
ど町民に周知してほしいです。

水回りに傷み
時期みて検討

中村正さん
（尼額・75歳）

まま ちち 声声のの

住
宅
関
連
の
各
種
情

報
は
、
ラ
イ
ン
な
ど

で
広
く
伝
わ
る
よ
う
に
で

き
な
い
か
。

情
報
発
信
は
町
の
課

題
と
捉
え
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ラ
イ
ン

を
併
せ
て
研
究
し
て
い
く
。

情
報
は
、
文
字
だ
け

で
な
く
絵
や
写
真
を

活
用
し
、
即
理
解
し
て
も

ら
え
る
よ
う
わ
か
り
や
す

く
工
夫
で
き
な
い
か
。

そ
の
よ
う
に
改
善
し

て
い
き
た
い
。

古
い
公
民
館
は
解
体

補
助
の
対
象
か
。

基
本
的
に
は
戸
建
て

住
宅
を
考
え
て
お

り
、
公
民
館
は
対
象
外
と

な
る
。空

き
地
・
空
き
家
バ

ン
ク
業
務
を
民
間
委

託
す
る
考
え
は
な
い
か
。

登
録
件
数
が
増
え
た

場
合
に
検
討
す
る
。

現
在
は
空
き
家
で
、

お
盆
や
正
月
に
帰
省

す
る
住
宅
は
改
修
補
助
の

対
象
に
な
る
の
か
。

ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス

と
な
る
が
、
町
民
に

対
す
る
補
助
で
あ
り
主
な

生
活
の
本
拠
地
で
な
け
れ

ば
対
象
外
と
な
る
。

町
民
も
関
心
が
あ

る
。
予
算
上
、
早
い

も
の
勝
ち
と
な
る
の
か
。

予
算
の
範
囲
内
で
申

請
順
に
審
査
を
し
て

い
く
。

住　宅

帰
省
用
の
住
宅
は
対
象
か

主
な
生
活
の
本
拠
地
の
み

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
考
慮
し
、
砂
利
を

撤
去
の
う
え
砂
を
敷
く
予

定
で
あ
る
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

広
場
に
整
備
す
る
遊

具
の
選
定
は
、
保
育
士
や

子
育
て
中
の
人
な
ど
に
相

談
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し

た
の
か
。

こ
ど
も
園
の
保
護
者

69
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。
人
気
順
に
複
合

遊
具
と
ブ
ラ
ン
コ
、
さ
ら

に
幼
児
用
に
リ
ン
ク
を
整

備
予
定
で
あ
る
。

設
置
場
所
に
砂
利
が

敷
い
て
あ
る
。
路
盤

問問 答

答

公　
園
レク広場の遊具の選定は
園の保護者にアンケート

はんだし広場（うれいら通り）で遊ぶ子どもたち 補助の拡充で空き家の有効活用を促進

こ
の
支
援
金
は
県
内

で
一
番
拡
充
。
当
面

は
増
額
予
定
は
な
い
。

現
在
、
予
定
し
て
い

る
事
業
者
は
い
る
か
。

２
事
業
者
を
予
定
。

１
件
目
は
、
ジ
ビ
エ

事
業
で
、
町
内
で
捕
れ
た

シ
カ
肉
を
加
工
す
る
施
設

を
建
て
る
。
２
件
目
は
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
事
業
で
、

新
た
に
施
設
を
整
備
す
る

予
定
で
あ
る
。

子
育
て
在
宅
育
児
支

援
金
の
受
給
者
数
は
。

本
年
度
は
20
世
帯
、

23
人
に
支
給
。
在
宅

で
子
育
て
す
る
世
帯
に
児

童
１
人
に
つ
き
月
額
１
万

円
を
支
援
す
る
も
の
。

今
後
、
増
額
す
る
考

え
は
な
い
か
。

地
域
経
済
循
環
創
造

事
業
（
※
）
は
、
既

存
の
事
業
者
が
新
た
に
別

の
事
業
を
始
め
る
場
合
も

申
請
可
能
か
。

対
象
に
な
る
が
、
事

前
に
総
務
省
の
ほ
う

に
協
議
が
必
要
で
、
認
め

ら
れ
れ
ば
申
請
が
可
能
と

な
る
。

子育て 創　業
在
宅
支
援
金
の
受
給
者
数
は

既
存
事
業
者
が
行
う
場
合
は

本
年
度
は
20
世
帯
、
23
人
に

事
前
協
議
で
承
認
後
申
請
可

問 問

問

問 答 答

答答

次
は
、
4
月
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

空き家対策を強化
取得・解体に補助

問問

問

問問

問

答答

答

答答

答

　レクリエーション広場で鬼ごっ
こやサッカー、野球などして遊
んで楽しかったけど、遊具があ
れば良いなと思っていました。
　遊具ができるのが楽しみだ
し、早く遊びたいです。

遊具が楽しみ
早く遊びたいまま ちち 声声のの

　地域経済循環創造事業（ローカル10,000プロジェ
クト）は、地域の人材・資源・資金を活用した新たなビ
ジネスを立ち上げようとする民間事業者を支援する制
度。事業者、国、地方が一体となり、地域が将来にわ
たって富を生み出していく仕組みづくりにつなげます。

おしえて おしえて ぴーちゃんぴーちゃん
（※）地域経済循環創造事業って何？

　
総
括
質
疑
と
は
、
審
査

す
る
案
件
全
般
に
対
し
て

行
う
も
の
。
一
般
会
計
予

算
案
に
２
議
員
が
総
括
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
内
容
を
要
約
し
て
お
伝

え
し
ま
す
。

問　
役
場
の
業
務
は
劇
的

に
増
え
る
一
方
で
、
中
途

退
職
者
や
長
期
の
休
職
者

が
お
り
、
採
用
も
不
調
。

よ
り
厳
し
い
労
働
状
況
で

組
織
運
営
上
、
危
険
水
域

で
あ
る
。
町
長
自
ら
、
職

員
へ
の
声
が
け
が
必
要
で

は
な
い
か
。

町
長　
年
始
に
職
員
と
一

堂
に
会
し
、
私
の
思
い
と

岩
泉
町
の
課
題
を
伝
え
て

い
る
。
政
策
推
進
会
議
な

ど
協
議
を
常
日
頃
や
り
、

職
員
と
共
に
頑
張
ろ
う

と
、
私
は
思
い
を
伝
え
て

い
る
。

問　
７
年
度
は
災
害
の
復

旧
・
復
興
最
終
で
、
ふ
れ

あ
い
ら
ん
ど
岩
泉
の
オ
ー

プ
ン
を
迎
え
る
。
小
川
の

複
合
施
設
も
本
格
的
な
建

設
が
始
ま
る
。
今
後
、
本

町
が
持
続
可
能
な
町
を
目

指
す
た
め
の
課
題
は
何
か
。

町
長　
燃
油
高
騰
や
物
価

上
昇
、
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
と
多
く
の
課
題
が

あ
る
が
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
頑

張
っ
て
き
た
。

　
新
年
度
の
予
算
は
、
一

つ
一
つ
種
を
ま
く
よ
う

な
、
そ
し
て
次
の
時
代
に

そ
れ
が
育
つ
よ
う
な
予
算

編
成
と
し
て
い
る
。

　町の子育て支援は他より
も充実。在宅育児支援金も
助かっています。
　町内に子どもと自由に遊
べるスペースがもっとあれ
ば、さらに子育てしやすい町
になると思います。

在宅支援金
助かります

左：下道�久美さん�
あかりちゃん
（小川・36歳、0歳）�

右：中坪�結衣さん�
徠
ら な

七ちゃん
（小川・24歳、0歳）

まま ちち 声声のの

千葉泰彦委員畠山昌典委員

一般会計
総括質疑
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条例補正予算等審査特別委員会

　
条
例
補
正
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
三
田
地
久

志
委
員
長
）
は
２
月
25
日
と
26
日
開
き
、
付
託
さ
れ

た
条
例
６
件
、
補
正
予
算
８
件
、
指
定
管
理
に
関
す

る
議
案
２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
の
台
風
第
10
号
で
被
災
後
、
長
年
に
わ

た
り
検
討
さ
れ
て
き
た
ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉
の
再

整
備
。
民
間
活
力
を
生
か
し
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
か
ら
、
使
用
料
金
な
ど
に
質
疑

が
集
中
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く

つ
か
の
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

い
価
格
を
設
定
す
る
こ
と

は
可
能
か
。

閑
散
期
価
格
よ
り
さ

ら
に
差
し
引
い
た
町

民
価
格
を
設
定
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
動
い
て
い
る
。

町
民
の
憩
い
の
場
で

も
あ
る
。
町
民
向
け

使
用
料
は
明
文
化
す
べ
き

で
は
。国

庫
補
助
事
業
を
活

用
し
た
施
設
整
備

で
、
提
出
す
る
収
支
計
画

に
明
文
化
す
る
こ
と
が
難

し
か
っ
た
。
春
の
繁
忙
期

の
動
向
を
見
つ
つ
、
町
民

向
け
料
金
を
確
定
さ
せ
知

ら
せ
る
。

利
用
料
金
制
で
使
用

料
は
指
定
管
理
者
の

収
入
と
な
る
。
指
定
管
理

料
は
５
年
間
で
２
５
０
０

万
円
程
度
の
予
定
。
年
間

で
５
０
０
万
円
程
と
な
る

が
、
ど
ん
ど
ん
人
が
来
れ

ば
指
定
管
理
料
は
減
額
に

な
る
か
。

事
業
者
と
協
議
で
、

収
支
が
上
振
れ
し
た

場
合
は
地
域
還
元
、
町
民

や
域
内
で
の
消
費
に
還
元

す
る
な
ど
、
そ
の
収
支
状

況
の
都
度
、
町
と
指
定
管

理
者
と
で
協
議
し
決
め
て

い
く
。収

支
計
画
は
ど
う
も

く
ろ
ん
で
い
る
か
。

補
助
事
業
の
収
支
計

画
で
は
、
売
上
１
億

円
、
経
費
７
千
万
円
、
年

間
稼
働
率
32
％
で
積
算
し

て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩

泉
の
使
用
料
は
、
曜

日
に
よ
っ
て
変
更
す
る
な

ど
臨
機
応
変
な
価
格
設
定

が
で
き
る
か
。

条
例
で
定
め
る
最
高

額
の
幅
の
中
で
運
営

側
が
設
定
す
る
。
現
在
、

繁
忙
期
の
一
番
上
と
二
番

目
、
通
常
期
、
閑
散
期
の

４
段
階
の
料
金
設
定
を
予

定
し
て
い
る
。

閑
散
期
に
、
さ
ら
に

町
民
が
利
用
し
や
す

観　光

町
民
向
け
料
金
は

特
別
料
金
を
設
定

問問

問

問問

答

答

答答

答

民間活力を生かした新たな観光拠点が誕生

4
月
リ
ニュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

ふ
れ
あ
い
ら
ん
ど
岩
泉

　書かない窓口は、チラッと聞いた
ことがありました。窓口での質問や
応答が負担軽減になり、特にお年
寄りなど便利になると思います。

窓口の負担が
軽減し便利に

佐々木弘尚さん
（岩泉・38歳）

まま ちち 声声のの

　洞内でスカイランタンとナイトドラゴ
ンを体験。どちらも幻想的で新しい龍
泉洞の魅力を発見した感じがしました。
皆さんにも、この体験はオススメです。

龍泉洞の魅力
体験で新発見

佐々木大智さん
（小川・24歳）

まま ちち 声声のの

　大川地区で取り組んでいる砂金掘り体
験。ふるさと納税の返礼品に加えてもら
えたら、町内外の皆さんへＰＲにつなが
ると思います。ぜひそうなってほしいです。

砂金掘り体験
返礼品でＰＲ

松原　真琴さん
おおかわむら地域
振興協議会�推進員

まま ちち 声声のの

個
々
を
つ
な
げ
る
な

ど
充
実
を
図
り
た
い
。

冬
ま
つ
り
は
初
め
て

の
試
み
で
あ
っ
た

が
、
Ｐ
Ｒ
や
周
知
方
法
の

評
価
と
今
後
の
課
題
は
。

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な

ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
ウ
ェ

ブ
広
告
を
実
施
。
仙
台
～

八
戸
エ
リ
ア
の
20
代
、
30

代
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
。
来
年
度
以
降
に
向

け
検
討
す
る
。

龍
泉
洞
冬
ま
つ
り
開

催
期
間
中
の
入
洞
者

数
は
。９

日
間
に
わ
た
り
夜

間
に
開
催
し
た
。
期

間
中
、
16
時
か
ら
19
時
の

時
間
帯
で
町
民
２
５
５

人
、
町
外
か
ら
４
５
７
人

の
計
８
１
２
人
に
入
洞
い

た
だ
い
た
。

冬
の
誘
客
と
し
て
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に

工
夫
が
必
要
で
は
。

問問

問

答

答答

観　
光
龍泉洞冬まつり入洞者数は
９日間で内外８１２人集客

次年度に向けイルミネーションの充実を図りたい

軽
減
さ
れ
る
か
。

職
員
の
負
担
軽
減
が

最
終
目
的
で
あ
る

が
、
開
始
直
後
は
住
民
に

対
す
る
使
用
の
説
明
が
出

て
く
る
た
め
新
た
な
負
担

の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
。

直
ち
に
、
職
員
の
業
務
負

担
の
軽
減
に
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

返
礼
品
に
宿
泊
券
や

観
光
案
内
な
ど
を
追

加
す
る
取
り
組
み
は
し
て

い
な
い
か
。

現
在
、
龍
泉
洞
旅
行

村
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ

ト
チ
ケ
ッ
ト
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
町
内
の
ホ
テ
ル

２
つ
の
宿
泊
券
を
今
準
備

中
で
あ
る
。
ふ
れ
あ
い
ら

ん
ど
岩
泉
が
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
宿
泊
可
能
と
な
る

こ
と
か
ら
、
今
後
追
加
し

て
い
き
た
い
。

各
地
域
振
興
協
議
会

で
交
流
人
口
拡
大
に

向
け
行
っ
て
い
る
活
動
を

返
礼
品
と
し
、
岩
泉
町
を

売
り
込
む
考
え
は
な
い
か
。

お
お
か
わ
む
ら
地
域

振
興
協
議
会
で
行
っ

て
い
る
砂
金
堀
り
を
追
加

で
き
な
い
か
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。

書
か
な
い
窓
口
シ
ス

テ
ム
の
使
用
料
が
皆

減
と
な
っ
た
要
因
は
。

様
式
の
調
整
な
ど
に

時
間
を
要
し
、
３
月

中
旬
の
稼
働
予
定
と
な
っ

た
た
め
。

書
か
な
い
窓
口
の
導

入
で
職
員
の
負
担
は

ふ
る
さ
と
納
税
で
謝

礼
の
お
も
だ
っ
た
も

の
は
何
か
。

返
礼
品
の
順
位
で
い

く
と
、
岩
泉
ヨ
ー
グ

ル
ト
が
１
位
、
龍
泉
洞
の

化
粧
水
が
２
位
な
ど
岩
泉

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
の

商
品
。
３
位
は
な
か
ほ
ら

牧
場
の
バ
タ
ー
で
あ
る
。

Ｄ　Ｘ

寄付金

書
か
な
い
窓
口
で
職
員
負
担
は

返
礼
品
追
加
の
取
り
組
み
は

直
ち
に
軽
減
に
は
な
ら
な
い

ホ
テ
ル
宿
泊
券
な
ど
準
備
中

問

問

問

問

問 答

答

答

答

答

次
は
、
町
の
考
え
を
問
う

条例補正予算等審査特別委員会
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町の考えを問う 町の考えを問う

10人の議員が登壇

一般質問
　
一
般
質
問
と
は
、
議
員

が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関

に
対
し
、
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に

つ
い
て
所
信
や
疑
問
を
た

だ
す
こ
と
。
報
告
や
説
明

を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
10

人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

政
課
題
へ
の
提
言
や
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答

弁
を
要
約
し
た
内
容
（
11

㌻
か
ら
15
㌻
）
を
登
壇
順

（
質
問
順
）
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

町
の
考
え
を

町
の
考
え
を
問問
うう

一般質問全文は、町ホーム
ページで公開しています。
スマートフォンはこちらから。

坂
さかもと

本　　昇
のぼる

�議員 ⃝再エネの積極的推進を（11㌻）
＊その他の質問
・介護サービスの充実

佐
さ と う

藤　安
や す み

美�議員 ⃝通学路の道路整備を（13㌻）

三
み た ち

田地和
かずひこ

彦�議員 ⃝国に大不漁対策の要望を（12㌻）
＊その他の質問
・課の増設　・薬草への取り組み

合
あいしゃ

砂　丈
た け し

司�議員 ⃝旧安家小を介護施設へ（13㌻）

三
み た ち

田地久
ひ さ し

志�議員 ⃝関係人口の創出は（12㌻）

林
はやしざき

﨑竟
きょうじろう

次郎�議員 ⃝新電力会社設立に向けては（14㌻）
＊その他の質問
・町内消費購買拡大事業

八
や え が し

重樫龍
りゅうすけ

介�議員 ⃝再エネ事業の取り組みは（11㌻）

畠
はやけやま

山　和
かずひで

英�議員 ⃝買い物応援隊の拡充を（14㌻）
＊その他の質問
・岩泉観光センターのリノベーション　・県道大川松草線整備促進の事業化
・山村留学「岩泉高校いわて留学事業」

三
み た ち

田地泰
やすまさ

正�議員 ⃝地域計画の取り組みは（15㌻）
＊その他の質問
・町道整備　・獣医療体制の整備　・鳥獣被害対策　
・義務教育段階で生じる費用の支援　・部活動の外部委託　・岩泉高校への支援
・酪農の展望　・教育の展開　・幼児教育

千
ち ば

葉　泰
やすひこ

彦�議員 ⃝ワンチームの政策協議は（15㌻）

問 

再
エ
ネ
の
積
極
的
推
進
を

答 

リ
ス
ク
を
克
服
し
着
実
に

問　
町
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

は
、
約
１
８
０
万
世
帯
分

の
年
間
消
費
量
の
電
力
に

相
当
す
る
と
の
こ
と
。
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

創
造
に
大
き
な
素
材
と
な

る
。
積
極
的
に
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

町
長　
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
の
本
格
的
な
取

り
組
み
は
、
町
に
と
っ
て

も
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
リ

ス
ク
や
困
難
に
直
面
す
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、

一
つ
一
つ
克
服
し
な
が

ら
、
着
実
な
事
業
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
。

温
暖
化町

一
体
で

食
い
止
め
る

持
続
す
る

ま
ち
に
不
可
欠

エ
ネ
ル
ギ
ー

坂本　昇議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

八重樫龍介議員
一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事

業
は
、
具
体
的
な
計
画
が

示
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後

の
取
り
組
み
は
。

町
長　
生
物
資
源
の
調
達

方
法
な
ど
不
確
実
な
要
素

が
大
き
く
検
討
事
項
が
多

い
。
引
き
続
き
効
率
的
か

つ
持
続
的
な
再
エ
ネ
活
用

に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問 再エネ事業の取り組みは
答 効率的かつ持続的な検討

再エネで町を元気に・次世代へつなぐ

　
町
の
将
来
を
見
据
え
た

場
合
、
本
町
の
持
つ
自
然

や
環
境
な
ど
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
活
用

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

温
暖
化
対
策
や
雇
用
創
出

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

に
波
及
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
も
期
待
。
ま
さ
に
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

要
に
な
る
事
業
と
な
り
得

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
休
耕
田
や
耕
作
放
棄

地
の
利
活
用
を
視
野
に
入

れ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

「
植
物
発
電
事
業
」
に
先

駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

考
え
は
な
い
か
。

町
長　
電
力
供
給
が
困
難

な
場
所
で
も
利
用
可
能

で
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
注
目
し
て
い
る
。
し

か
し
、
発
電
で
き
る
電
気

量
が
少
な
い
。
休
耕
田
な

ど
の
利
活
用
も
視
野
に
入

れ
調
査
研
究
し
て
い
く
。

問　
計
画
し
て
い
る
「
地

域
新
電
力
会
社
」
へ
の
町

の
関
わ
り
と
今
後
の
計
画

を
示
せ
。

町
長　
設
立
に
向
け
、
７

年
度
か
ら
準
備
を
進
め
る

予
定
。
町
の
役
割
を
含
め

て
関
係
者
と
協
議
・
検
討

を
進
め
た
い
。
町
内
で
発

電
さ
れ
た
電
気
は
全
て
購

入
可
能
と
想
定
。
町
民
か

ら
電
力
供
給
元
と
し
て
選

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
多
様

な
メ
ニ
ュ
ー
を
研
究
し
て

い
く
。

有芸地区の風力発電の羽根（57.2 ｍ）
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町の考えを問う 町の考えを問う

問 

関
係
人
口
の
創
出
は

答 

空
き
家
を
活
用
す
る

問 

通
学
路
の
道
路
整
備
を

答 

県
へ
要
望
活
動
重
ね
る

問　
岩
泉
町
未
来
づ
く
り

プ
ラ
ン
後
期
基
本
計
画
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う

ち
、『
関
係
人
口
の
創
出
・

拡
大
』
の
た
め
の
「
二
地

問　

大
川
地
区
に
唯
一

残
っ
て
い
た
釜
津
田
小
も

岩
泉
小
に
統
合
と
な
る
。

大
き
な
不
安
材
料
は
、
通

学
路
の
安
全
性
で
あ
る
。

我
が
思
い

届
け
と
質
問

的
射
れ
ず

高
齢
化集

落
の
維
持

課
題
け
り

空
き
家
こ
そ

関
係
人
口築き

ず

く
源も

と

安
全
の通

学
路
線

ま
だ
遠
い

三田地久志議員

佐藤　安美議員

一般質問・答弁
全文はこちらから

一般質問・答弁
全文はこちらから

三田地和彦議員

合砂　丈司議員

一般質問・答弁
全文はこちらから

一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
サ
ケ
の
回
帰
率
や
青

魚
の
回
遊
異
変
、
貝
類
・

ア
ワ
ビ
の
大
不
漁
な
ど
自

然
・
環
境
サ
イ
ク
ル
の
異

変
を
感
じ
る
。
県
を
通
じ

国
に
、
早
急
な
対
策
を
要

望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
県
に
は
「
サ
ケ
資

源
の
持
続
化
に
向
け
た
種

卵
確
保
、
回
帰
率
向
上
の

問　
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
に
あ
っ
て
、
旧
安
家
小

学
校
を
活
用
し
た
介
護
施

設
の
必
要
性
を
町
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
現
在
、
安
家
地
区

の
人
は
、
岩
泉
地
区
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

お
り
、
移
動
に
時
間
を
要

し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問 国に大不漁対策の要望を
答 沿岸市町村共同で強力に

問 旧安家小を介護施設へ
答 課題あり可能性を検討

キャリアデザインプログラムで町に興味を

道幅が狭く、すれ違いに支障をきたす箇所が点在

アワビの不漁。漁業者の死活問題

デイサービスへの移動時間が課題

域
の
居
住
の
促
進
」「
空

き
家
の
活
用
」「
お
試
し

居
住
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
大

学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
の
取
り
組
み
強
化
の

個
人
所
有
林
の
伐
採
許
諾

を
取
り
付
け
る
な
ど
、
よ

り
具
体
的
な
後
方
支
援
を

行
い
県
に
対
し
強
力
に
働

き
か
け
る
考
え
は
な
い
か
。

達
成
度
は
。

町
長　
「
本
町
に
関
心
が

あ
る
人
と
の
交
流
促
進
」

は
、
令
和
元
年
度
か
ら
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
着
任

希
望
者
を
対
象
に
、
２
泊

３
日
の
町
内
居
住
体
験
を

提
供
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

県
内
外
の
大
学
生
を
対
象

に
４
泊
５
日
の
「
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
実
施
。
若
い
世
代

に
本
町
を
深
く
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
機
会
を
提

供
し
て
い
る
。

　
「
二
地
域
居
住
の
促
進
」

と
「
空
き
家
の
活
用
」
は
、

７
年
度
に
町
内
の
空
き
家

の
実
態
調
査
を
実
施
予

定
。
こ
の
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
空
き
家
を
活
用
し

た
二
地
域
居
住
の
促
進
も

調
査・研
究
を
進
め
て
い
く
。

町
長　
学
校
統
合
に
向
け

た
道
路
整
備
は
、
町
の
最

重
要
課
題
と
し
て
県
へ
の

統
一
要
望
や
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
要
望
活
動
を

重
ね
て
い
る
。

　
所
有
者
に
対
す
る
用
地

交
渉
や
立
木
伐
採
の
承
諾

な
ど
は
、
県
へ
の
サ
ポ
ー

ト
を
適
時
適
切
に
講
じ
て

き
た
。
地
域
の
課
題
把
握

に
努
め
、
各
地
区
の
事
業

説
明
会
や
道
路
同
盟
会
総

会
へ
町
も
出
席
し
、
住
民

の
要
望
な
ど
、
町
か
ら
も

事
業
推
進
の
参
考
と
な
る

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
児
童
・
生
徒
が

安
心
し
て
通
学
で
き
る
環

境
づ
く
り
の
た
め
、
立
木

伐
採
な
ど
適
切
な
道
路
環

境
の
確
保
と
整
備
が
円
滑

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
県

に
対
し
て
要
望
し
て
い
く
。

取
り
組
み
と
効
果
の
検

証
、
効
果
的
な
支
援
の
実

施
」「
ア
ワ
ビ
、
ナ
マ
コ

種
苗
放
流
の
予
算
確
保
」

「
漁
場
環
境
回
復
の
た
め

磯
焼
け
対
策
支
援
」
を
要

望
。
国
に
対
す
る
働
き
か

け
も
お
願
い
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
町
村
会
を
通

じ
「
７
年
度
県
予
算
編
成

並
び
に
施
策
に
関
す
る
要

　
冬
期
間
、
一
人
暮
ら
し

が
困
難
な
人
や
見
守
り
が

必
要
な
人
が
利
用
す
る
高

齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
居
住
部
門
は
、
安
家
地

区
の
人
が
半
数
近
く
入
居

し
て
い
る
現
状
も
あ
る
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
は
、
介
護
保

険
法
に
基
づ
い
た
施
設
・

設
備
を
整
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
大
規
模
か
つ

望
」「
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
に
関
す
る
要

望
」。
サ
ケ
や
ア
ワ
ビ
な

ど
の
主
力
魚
種
の
資
源
回

復
に
取
り
組
み
、
海
洋
環

境
の
変
化
に
対
応
し
た
新

た
な
増
養
殖
技
術
の
開
発・

導
入
な
ど
も
要
望
し
て
い

る
。
増
加
し
て
い
る
資
源

の
さ
ら
な
る
有
効
利
用
も

重
ね
て
要
望
し
て
い
る
。

多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ

る
こ
と
や
介
護
事
業
の
現

状
を
み
る
と
、
利
用
者
数

の
減
少
、
物
価
高
騰
に
よ

る
経
費
の
増
大
、
職
員
の

確
保
な
ど
の
課
題
も
あ

る
。
今
後
の
廃
校
活
用
の

方
策
の
一
つ
と
し
て
、
中

長
期
的
な
視
点
で
、
事
業

者
か
ら
の
情
報
収
集
も
進

め
な
が
ら
、
そ
の
可
能
性

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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町の考えを問う 町の考えを問う

問 

ワ
ン
チ
ー
ム
で
の
政
策
協
議
は

答 

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
模
索
す
る

問 

買
い
物
応
援
隊
の
拡
充
を

答 

円
滑
な
実
施
を
協
議
す
る

問　
町
長
施
政
方
針
は
超

長
文
で
あ
る
。
取
捨
選
択

が
必
要
と
言
っ
て
い
る

が
、絞
る
意
向
は
な
い
か
。

町
長　
新
年
度
の
町
政
運

営
や
予
算
概
要
を
丁
寧
に

説
明
す
る
も
の
。
今
後
の

問　
交
通
弱
者
の
足
の
一

つ
で
あ
る
「
コ
ミ
タ
ク

（
※
）」
は
町
中
心
部
ま
で

運
行
で
き
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
、
町
民
バ

未
来
へ
と

地
域
計
画展

望
し

見
つ
け
た
り

町
を
救
え
し

サ
ン
パ
ワ
ー

数
よ
り
も

質
に
こ
だ
わ
れ

ま
ち
づ
く
り

ど
う
救
う

買
い
物
難
民

住
民
の
足

千葉　泰彦議員

畠山　和英議員

一般質問・答弁
全文はこちらから

一般質問・答弁
全文はこちらから

三田地泰正議員

林﨑竟次郎議員

一般質問・答弁
全文はこちらから

一般質問・答弁
全文はこちらから

問　
「
地
域
計
画
」
策
定

後
の
支
援
体
制
の
整
備
や

基
盤
整
備
事
業
の
推
進
、

新
規
参
入
の
支
援
な
ど
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
計
画

の
実
現
に
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

町
長　
地
域
と
の
意
見
交

換
や
農
業
者
・
農
業
委
員

か
ら
「
地
域
農
業
は
、
現

問　
町
で
は
、
新
電
力
会

社
の
設
立
を
想
定
し
て
い

る
。
発
電
事
業
者
と
の
協

議
、
協
賛
す
る
町
内
事
業

者
へ
の
説
明
、
理
解
を
深

め
る
こ
と
。
何
よ
り
町
民

の
理
解
が
必
要
。
設
立
の

目
的
、
町
の
関
与
も
明
確

に
し
。
定
款
に
し
っ
か
り

書
き
込
む
こ
と
が
大
事
だ

と
思
う
。

問 地域計画の取り組みは
答 議論重ね実効ある施策に

問 新電力会社設立に向けては
答 検討委員会などを立ち上げ

スポ少のようにワンチームで、
町の未来を切り開く

買物支援の充実を（町社協：おたすけ買い物応援隊）

大きな転換期を迎えている農業

再エネの地消地産で足腰の強い地域経済へ

参
考
と
す
る
。

問　
事
務
事
業
の
改
善
・

改
革
と
は
。

町
長　
国
な
ど
の
財
源
が

紐
付
い
て
い
な
い
事
務
事

業
を
洗
い
出
し
精
査
。

ス
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
、
各
地
域
振
興
協
議

会
の
二
次
交
通
な
ど
を
支

援
し
町
民
の
足
を
確
保
。

大
川
地
域
で
実
施
す
る
コ

ミ
タ
ク
の
運
行
区
間
の
延

問　
補
助
金
の
見
直
し
は
。

町
長　
団
体
な
ど
の
補
助

金
依
存
度
を
低
減
し
主
体

性
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
。

７
年
度
に
加
速
さ
せ
る
。

問　
ワ
ン
チ
ー
ム
で
の
政

策
協
議
の
あ
り
方
は
。

町
長　
地
方
の
人
口
減
少

は
加
速
化
し
衰
退
し
て
い

る
。
従
来
の
手
法
や
シ
ス

テ
ム
の
見
直
し
が
必
要
。

一
人
一
人
が
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
で
、
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
模
索
し
、
そ
の
選
択

肢
の
中
か
ら
、
新
し
い
考

え
方
、
方
向
性
を
見
定
め

る
。
議
会
と
さ
ら
に
議
論

を
重
ね
、
共
に
知
恵
を
絞

り
、
力
を
合
わ
せ
て
希
望

に
満
ち
た
本
町
の
未
来
を

切
り
拓
い
て
い
き
た
い
。

伸
は
、
即
時
の
実
現
は
難

し
い
。
引
き
続
き
、
関
係

事
業
者
と
意
見
交
換
を
重

ね
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら

調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

問　
町
社
協
が
行
う
買
い

物
支
援
「
お
た
す
け
買
い

物
応
援
隊
」
の
運
行
回
数

や
継
続
運
行
な
ど
内
容
が

充
実
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

町
も
必
要
に
応
じ
て
支
援

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
の
将
来
を
見
据

え
た
と
き
、
こ
の
事
業
へ

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。
次
年
度

の
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
連
携
を
密
に
、
事
業
内

容
の
検
証
や
課
題
の
把
握

を
行
い
、
円
滑
な
事
業
実

施
の
ス
キ
ー
ム
を
検
討
・

協
議
し
て
い
く
。

役
の
高
齢
化
が
進
み
、
耕

作
さ
れ
な
い
農
地
の
増
加

や
山
林
・
原
野
化
が
加
速

す
る
の
で
は
」「
農
地
の

集
積
と
基
盤
整
備
の
初
期

投
資
に
係
る
自
己
負
担
が

ネ
ッ
ク
で
前
に
踏
み
出
せ

な
い
」な
ど
の
声
が
あ
る
。

　
効
率
的
で
生
産
性
が
高

い
農
業
経
営
、
新
た
な
担

い
手
の
確
保
に
よ
る
農
業

基
盤
の
継
承
な
ど
、
持
続

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
消
地
産
で
、
足
腰
の

強
い
地
域
経
済
の
構
築
、

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
へ

と
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

町
長
の
所
見
を
伺
う
。

町
長　
こ
の
取
り
組
み
を

前
に
進
め
る
に
あ
た
り
、

町
民
の
十
分
な
理
解
を
得

る
こ
と
が
非
常
に
重
要
。

７
年
度
は
さ
ま
ざ
ま
な
機

可
能
な
経
営
体
制
へ
の
転

換
を
図
る
こ
と
が
重
要
。

引
き
続
き
、
農
業
者
や
農

業
委
員
と
議
論
を
重
ね
、

実
効
あ
る
施
策
を
講
じ
て

い
く
。

　
国
、
県
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の

関
係
機
関
に
お
け
る
農
業

構
造
転
換
へ
の
集
中
的
な

対
応
が
重
要
。
今
後
も
、

関
係
機
関
、
団
体
と
の
連

携
を
強
化
し
て
い
く
。

会
を
捉
え
、
町
民
を
は
じ

め
町
議
会
や
事
業
者
に
対

し
て
、
丁
寧
に
分
か
り
や

す
い
説
明
を
行
い
、
取
り

組
み
の
意
義
や
効
果
を
広

く
共
有
し
て
い
き
い
。

　
地
域
新
電
力
の
設
立
に

向
け
て
は
、
検
討
委
員
会

な
ど
を
立
ち
上
げ
、
具
体

的
な
方
針
や
計
画
を
策
定

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

（※）おおかわむら地域振興協議会が運行するコミュニティタクシーの略称。
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議員は何してんのや
　議員や議会は何をしているの？とい
う声を聞きます。ここでは、議会や議
員の主な活動状況をお知らせします。
（全日程はＱＲコードで） 議会の動き

１月
� 12 日� 岩泉町二十歳のつどい（町内）
� 16 日� 第１回臨時会（議会議事堂）
� 19 日� 町消防団消防出初式（町内）
� 27 日� �宮古地区広域市町村議会連携会議議員

研修会・交流会（町内）
２月
� ６日� 第１回定例会（議会議事堂）
� ７日� �東部町村議長会議員研修会・議員交

流会（大槌町）
� 25 日� �条例補正予算等審査特別委員会（役

場：26日まで）
� 26 日� 本会議（議会議事堂）
� 27 日� 一般質問（議会議事堂：28日まで）
３月
� ４日� �新年度予算審査特別委員会（役場：

７日まで）
� ７日�本会議（議会議事堂）
� 21 日� 釜津田小学校閉校式（町内）
� 25 日� 第２回臨時会（議会議事堂）

議会を傍聴しませんか
初議会
　４月 27日は、町議会議員選挙が予定されて
います。
　議長や副議長のほか、各常任委員会と運営委
員会の委員の選任。正・副委員長の互選など新
しい議会の体制を決めるため「初議会」を開き
ます。
　初議会は、５月８日（木）の予定です。
次の定例会は、
6 月	12 日	（木）　本会議・一般質問
	 13 日	（金）　一般質問
	 17 日	（火）　条例補正予算審査・本会議
� の予定です。
※都合により変更となる場合があります。

委
員
長　

千
葉　
泰
彦

副
委
員
長　

佐
藤　
安
美

委　
員　

八
重
樫
龍
介

　
　
　
　

坂
本　
　
昇

　
　
　
　

畠
山　
和
英

　
　
　
　

畠
山　
昌
典

広報広聴常任委員会
編
集
後
記

編
集
後
記

▽
本
議
会
の
議
会
だ
よ
り

は
、
令
和
３
年
か
ら
４
年

間
で
、
全
国
で
４
回
の
入

賞
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

感
謝
し
ま
す
▽
私
、
新
人

議
員
は
、
編
集
委
員
会
を

通
じ
、
町
の
全
体
観
を
捉

え
、
政
策
を
深
く
理
解
す

る
機
会
で
す
。
毎
号
の
特

集
も
、
編
集
委
員
が
知
恵

を
出
し
合
い
、東
奔
西
走
。

町
の
課
題
に
向
き
合
い
ま

し
た
▽
他
の
常
任
委
員
会

活
動
も
特
集
す
べ
き
と
こ

ろ
、
叶
わ
ず
心
残
り
で
す

▽
定
員
と
報
酬
も
改
定

で
、
議
会
活
動
の
充
実
を

期
し
ま
す
。
４
年
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
長

�

千
葉
泰
彦

　初めての傍聴でした。
　質問・答弁ともに聞きごたえがあり、引
き込まれました。
　質問では、現状を直視し、吟味されての
内容。農業、教育、生活全般にわたっていて、
熱意が伝わる議会でした。
　町民・行政ともに手をつなぎ、がんばろう。

　地域おこし協力隊で移住し住み続けたい
町のことをもっと知りたいと思い傍聴。地
域課題を知ることができました。
　議会の様子を中継や動画で配信すると、
情報の取り方としておもしろいと思います。
　着任して 1年、場所は覚えたのでこれか
らは人をもっと知りたいし、移住希望者と
地域をつないでいきたいです。

質問と答弁に
引き込まれた

住み続けたい町
もっと知りたい

大下勝子さん
（岩泉・81歳）

工藤伸哉さん
（岩泉・38歳）

　
３
月
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
14
人
で
し
た
。

　
傍
聴
を
さ
れ
た
人
か
ら
感
想
や
議
会
・
町
に
対
す
る
声

を
聴
き
ま
し
た
。

傍
聴
者
の
声

傍
聴
者
の
声

大
船
渡
市
林
野
火
災
へ
見
舞
金

　
３
月
26
日
、
町
議
会

議
員一同
は
、
２
月
26
日

に
大
船
渡
市
で
発
生
し

た
大
規
模
な
林
野
火
災

に
よ
り
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
被
災
者
へ
の
支

援
と
し
て
災
害
見
舞
金

20
万
円
を
送
り
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。一日
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

　いわいずみ議会だより第 209 号（令
和７年１月 16日号）３㌻で、﨑尾緒心
さんのお名前のふりがなに誤りがありま
した。お詫びして訂正します。
誤：つむぎさん　　正：つぐみさん

お詫びと訂正

自治功労賞と議会だより優秀賞受賞を記念して

取材協力ありがとうございます

　
い
わ
い
ず
み
議
会
だ
よ

り
第
２
０
６
号
（
６
年
４

月
12
日
発
行
）
が
、
第
39

回
（
令
和
６
年
度
）
町
村

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
で
第
３
位
と
な
る
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
本
町
議
会
か
ら
は
、
長

年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

４
人
（
全
国
１
人
、
県
３

人
）
の
議
員
が
受
賞
。
表

彰
状
は
、
２
月
27
日
の
本

　全国町村議長会と県町村議会議長会は、地域
の振興発展に寄与した町村議会議員を自治功労
者として表彰しました。

が
主
催
す
る
同
コ
ン
ク
ー

ル
に
は
全
国
か
ら
３
１
１

点
が
応
募
。
こ
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
も
の
で
す
。
令

和
３
年
度
に
は
第
１
位
、

４
、
５
年
度
は
第
２
位
な

ど
６
年
連
続
の
受
賞
に
な

り
ま
す
。

会
議
で
菊
地
弘
已
議
長
か

ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
、
次
の
通
り

で
す
。

議
会
だ
よ
り
が
全
国
３
位

地域の振興発展に寄与

◆
全
国
表
彰
（
議
員
在
職
15
年
以
上
）

坂　
本　
　
昇　
議
員

◆
県
表
彰
（
議
員
在
職
11
年
以
上
）

八
重
樫　
龍　
介　
議
員

林　
﨑　
竟
次
郎　
議
員

三
田
地　
久　
志　
議
員

全国町村議会
議長会ＨＰ 代表の千葉泰彦議員から伊藤力也大船渡市議会議長（中央）、

今野善信副議長（左）へ
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新たな挑戦　シリーズ公共交通

　令和４年５月、議長の変更に伴
い広報広聴常任委員会の構成も一
部変更。千葉泰彦委員長、坂本昇
委員が選任され、新たな体制とな
りました。
　新体制で早速に挑戦した議会だ
よりの新企画「シリーズ公共交通
を考える」。少子高齢化が進む中
で、暮らしに必須である公共交通
をピックアップ。全４回の構成で、
最終の政策提言を目指し、特集に
取り組みました。
　１回目は、現状・課題を知るた

めに町の皆さんの声を聴きまし
た。２回目は、町の公共交通の変
遷をたどり、３回目は、先進事例
を視察調査。４回目で、総合的に
整理しました。
　通常の議会だよりの編集作業に
加え、所管事務調査を実施するな
ど、１年間を通じた調査・取り組
みで、町の課題を皆さんと共有す
ることができました。

高校生から学び　青字の紙面へ

　５年７月、目のバリアフリーに
配慮した、だれもが読みやすい議

会だよりを目指し、研修会を実施。
講師に岩泉高校の有原光昭さん
（当時３年生）を招き、色覚多様
性への知識を深めました。
　岩泉高校が総合学習の一貫で取
り組んでいる“KIZUKIプロ
ジェクト”。有原さんは、研究テー
マを「岩泉町民の暮らしに目のバ
リアフリーを」として探究。
　議会だよりは、白地に黒色と赤
青緑などの有彩色の２色刷りでし
た。多くの色弱は赤・緑が区別し
にくく、青色は唯一同じ色を見る
ことができると提言いただき、以
降、青色を使用しています。

　議会だよりは、町政課題から特
集を組みました。取材編集も苦労
しましたが、どの課題を特集する
か選ぶこと自体が難しく、町の状
況を再認識しました。
　議員と語る会は、コロナ禍で十
分開催できず残念でした。
　取材では、町民の皆さまに多大
なご協力いただき、本当にありが
とうございました。

広報 基本条例
推進委員会読みやすさへの挑戦 議員報酬引き上げへ

皆さんに親しまれる議会だよりを目指して

い
わ
い
ず
み

議
会
だ
よ
り

編
集
方
針

広報広聴常任委員長
千葉　泰彦

議会広報コンクール
年度 全国 岩手県

３ 最優秀賞（第１位） －

４ 優秀賞（第２位）特選（第１位）

５ 優秀賞（第２位）特選（第１位）

６ 優秀賞（第３位） －

特
集
選
び
で

町
の
課
題
を
再
認
識

適
性
な
報
酬
と
定
数

鋭
意
検
討

議員のなり手不足解消

　議会基本条例推進委員会は、議
会改革の一環として、令和４年６
月から議員定数と報酬の見直しの
検討を開始しました。
　全国的にも深刻化する議員のな
り手不足。人口減少や少子高齢化
が進む中、多様化する町の課題に、
町民の広い意見を集約し、地域社
会の在り方を議論するため議員の
多様性が求められます。
　なり手不足の解消、女性や若者
が議員になれる環境を整えるた
め、議員報酬を増額する方向性を
決定。町の皆さんへアンケートを
実施し、８割の支持を受け、６年
５月１日、中居町長に報酬と定数
に関する提言書を提出しました。
　町特別職報酬等審議会からの町
議会議員の報酬月額の引き上げは
妥当との答申を受け、６月 11 日

４年間で行った一般質問
定例会　年４回×４年

全　16 回
一般質問を行った人数

延べ 115 人
（１回の平均　７．１人）

岩泉町議会　議員報酬（月額）

議長
現在 279,000円
改正後 300,000円

副議長
現在 226,000円
改正後 250,000円

常任委員
長、議会
運営委員
長（新設）

現在 210,000円
改正後 240,000円

議員
現在 210,000円
改正後 230,000円

基本条例推進委員長
畠山　和英

常任委員会レポート
４年間の取り組みと振り返り

委員会レポート
４年間の取り組みと振り返り

議員と語る会で報酬増額の方向性を説明し意見交換

　議会の理念と活動、議員活動の
あるべき姿を担う本会。今任期中
では、議会改革の一環として、適
正な議員報酬と定数など鋭意検討
しました。
　次期任期も、通年制議会、政策
論争などなど議員力、議会力を高
め、町民に開かれ信頼される議会
を目指し、より目に見える議会改
革に努めます。

４年間の議員と語る会

部門別
（高校生、子育て世代、三セクなど）

５回　延べ 52 人
６地区

1 回　延べ 158 人

４年間で出された請願

合計　７件
（採択６件・不採択１件）

＊改善に至った主なもの
　スポーツ少年団やスポーツクラブ
の活動に参加する児童の送迎にかか
る費用の一部支援

行政視察の受け入れ
　議会だよりが全国コンクールで最
優秀賞を受賞後、行政視察が多く訪
れました。

＊４年間の受け入れ件数＊
（議会だより関連）

１８市町村

に条例改正案を提出。全会一致で
可決し、27 年ぶりに議員報酬が
引き上げになりました。
　議員定数のアンケート結果は、
現状維持と定数削減が同数。議員
間で協議を重ね、人口減少などを
踏まえ１人減の 13人とすること
を決定し、条例改正案を議員発議
で提出、可決しました。

検証し議会活性化へ

　本町議会では、効率的で分かり
やすい議会運営と町民の意思を反
映した「開かれた議会」を目指し
議会改革に取り組んできました。
　目的が達成されているか確認
し、必要に応じた見直しを行い次
年度の議会活性化につなげるた
め、毎年検証を行っています。
　さらに開かれた議会を目指し、
今後も議会改革に取り組みます。
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総務 産業子育て支援の充実・推進 農林水産業の持続的発展へ

出産祝い金増額へ

　総務常任委員会では、少子化が
急激に進む危機的状況下、特に「子
育て支援」に力を入れて調査・活
動をしてきました。
　突出した少子化対策を行い、子
育て世代から選ばれる町となるよ
う、20 年来変更されていなかっ
た「いわいずみっこ祝い金（出産
祝い金）の増額」を町へ要望。こ
れまで第１子５万円、第２子７万
円、第３子以降 10 万円が、令和
５年度から出生児１人につき一律
10万円に増額となりました。

　総務常任委員会では、

◇定住化対策

◇地域活性化

◇	児童・高齢者福祉対策、

医療の充実

◇文化・教育振興

◇防災対策　を調査

子育て世代との語る会

　令和５年 12 月、子育て世代の
皆さんと語る会を開催。必要な子
育て支援は何か、聴きました。
　子どもの医療関係やスポーツ少
年団・部活動に対する補助、少子
化による学校統合を見据えた教
育。さらに、移住・定住者など町
外から来る人への支援、町内にい
る人も大切にしてほしいといった
貴重な意見をいただきました。

子育て支援３つの無償化

　令和５年７月から町立認定こど
も園の保育料が、６年度からは小
中学校児童生徒の給食費が、６年
８月（診療分）から子どもと妊産
婦の医療費が、無償になりました。
この３つの無償化により、町全体
で子育てを支える体制づくりがさ
らに推進されました。
　５年７月から在宅で子育てを行
う世帯へ「子育て在宅育児支援金」
も支給。現在、町では 49 の子育
て支援を行っています。
　少子化対策の一つとして、子育
て支援の充実を推進してきました
が、雇用、所得、結婚など総合的
に考えていく必要があります。継
続して調査・研究していきます。

　持続可能な町を目指し、先進地
視察や関係者との意見交換を行う
など、これまで活動してきました。
　町への提言や要望、一般質問な
どを通して一定の成果はあげられ
ましたが、まだまだやるべきこと
は山積しています。さらに計画性
を持った実効的な活動を続けてい
きます。

総務常任委員長
畠山　昌典

一
定
の
成
果
も

や
る
べ
き
こ
と
は
山
積

　産業常任委員会では、

◇農林水産業の振興策

◇観光業・商工業の振興策

◇町内の道路整備

◇	ふれあいらんど岩泉の再
整備

◇龍泉洞園地の再整備

◇三セク運営支援策　を調査

地消地産条例を制定

　産業常任委員会は、人口減少、
少子高齢化による農林水産業の担
い手不足、耕作放棄地の増加、産
業の衰退などの課題へ取り組んで
きました。
　農林水産業の持続的な発展を促
し、豊かな町民生活の実現を目指
し、令和４年３月 15 日に「岩泉
町地消地産の推進に関する条例」
制定。町、生産者、生活者、事業
者の役割を明文化しました。豊か
な自然と豊富な地元食材に恵まれ
る本町で「食」を通して町内の消
費者と生産者の架け橋となるべく
「地消地産」の推進を図ります。　
　５年９月、農林水産業の振興策
における地消地産の意見交換を担
当課と行い、未来づくりプラン後
期基本計画に明記され、取り組ま
れています。

三セクや商工会と意見交換

　コロナ禍で大打撃を受けた商業
や観光業。その支援策を要望や一
般質問などで議論を重ねました。
　産業常任委員会は、アフターコ
ロナを見据えた観光客誘客の調査

のため岩泉商工会と意見交換。６
割を超える会員にコロナの影響が
あったこと、町の支援により廃業
がなかったことを確認しました。
　５年１月、第三セクター職員の
皆さんと語る会を開催。各社から
は、施設の老朽化による改修・修
繕の課題を聞き取りました。

語る会の意見に対応

　令和６年１月から２月に実施し
た６地区での議員と語る会。農業
振興、道路整備、有害鳥獣に関す
る意見が多く出されました。
　意見を受け産業常任委員会で
は、６年５月 23 日、安家地区の
牧道（※）の復旧状態を現地調査。
対応済みまたは、今後の施工とな
ることを確認しました。
　６年７月17日には、要望のあっ
たナラ枯れの支障木、町道の管理・
観光地の整備を現況調査。対応・
改善が必要であることを確認し担
当課へ申し入れました。
　台風や大雨により被害のあった
道路や龍泉洞の調査では、度重な
る災害で何度も被害が起こること
から改良復旧の必要性を認識。今
後も、調査を継続していきます。

地
域
再
生
の
方
法

考
え
行
動
し
た
４
年
間産業常任委員長

三田地　久志

地域で消費するものを地域でつくり、地域内経済循環へ

常任委員会レポート
４年間の取り組みと振り返り

給食・医療費・保育料の無償化を実現

　諸課題の解決に向けて議論を進
めるうちに、「人口減少」にぶつ
かります。
　「課題はビジネスによる手法で
しか解決できない」と思っている
のですが、地域の再生・復活も同
じであり、そのためにはどのよう
な方法があるのか考え行動した４
年間でした。

グラフ-1　人口・出生数の推移

年 令3年 4 年 5 年 6 年
�人口

（19歳以上） 7,653 7,435 7,209 7,051

�人口
（18歳以下） 938 875 829 792

出生数 37 19 21 19
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学校給食の町産使用率�（重量ベース）

年度 総重量
（㎏）

町内産重量
（㎏）

町内産
重量率

3 72,173 31,511 43.7%

4 66,041 31,277 47.4%

5 64,063 36,864 57.5%

6 63,425 34,071 53.7%

R5.1 ～ JAの町内産米購入で増
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コロナ禍　議会構成を一部変更

　歴史に残る世界的な影響をもた
らした「新型コロナウイルス」。
改選初年度の３年度は、緊急事態
宣言や蔓延防止等重点措置の発出
で外出自粛や行動制限を余儀なく
されました。町では宿泊事業者や
飲食店への緊急対策支援やコロナ
ワクチンの集団接種など予防体制
の整備に奮闘。感染の拡大と縮小
を繰り返す状況下で、議員と語る
会などは中止せざるを得ず、議会
の運営や活動も制限され、これま
でと大きく変わりました。
　４年５月 18 日、臨時会が開か
れ、逝去した野館議長を追悼。新
たな議長選挙を行いました。選挙
の結果、菊地弘已議長、八重樫龍
介副議長に決定。これに伴い、総
務常任委員長と広報広聴常任委員
長が新たに選任されるなど、議会
構成を一部変更しました。

５年ぶり“議員と語る会”開催

　５年５月８日、コロナが５類に
移行となりました。
　６年１月、町内６地区で５年ぶ

議会が暮らしに与えた影響は議会が暮らしに与えた影響は
～4年間の軌跡～～4年間の軌跡～

りに「議員と語る会」を開催。い
ただいた提言に対し、必要に応じ
常任委員会で現地調査を行いまし
た。
　議員のなり手不足の解消、若者
や女性などの参画による議会の活
性化を目指し、検討を重ねてきた
議員報酬と定数の見直し。６年６
月定例会で、報酬の増額改定と定
数の１人減を決定しました。
　７年３月、４年間の締めくくり
となる最後の定例会。町の果たす
役割が大きくなる中、２元代表制
の一翼を担う議会の責務を再認識
し、新たな議会へ。

特集

4 年間の主な出来事
3年
5月　初議会　新体制スタート
8月　コロナ岩手緊急事態宣言
9月　タブレットの使用開始
4年
2月　議会だより　全国一位
5月　議会体制変更　議長ほか
5年
3月　�未来づくりプラン後期基本

計画策定
5月　新型コロナ5類移行
8月　小本観測史上最大の大雨
6年
1月　6地区で議員と語る会
6月　�議員報酬の増額改定、議員

定数1減（改選後から）

5 つの重点
取組と検証
　人口減少が進む中で、持続可能
な町にするために何が必要なの
か。3つの常任委員会の調査をよ
り効率的・効果的かつ実効的に行
えるよう、本年度は 5つの重点
課題を設定し、調査の経過や取り
組みをお伝えしてきました。
　目指していた改善策・対応策の
結論づけには至りませんでした
が、常任委員会活動の重要性を再
認識。その機能を十分に発揮でき
るよう、政策サイクルの実現へつ
なげていきます。

【主な取り組み】
・教育委員会事務局からの聞き取りによ
り、教育の現状・課題を調査
・岩泉小学校 6 年生の「子ども議会~
岩泉町の未来を考える~」で意見交換
・岩泉高校生から岩泉小児童へのジオラ
マ防災教室を参観

【成果】
・子ども議会で提案された提案の1つが、
町内会などの協力を得て実現

【課題】
・教育に対する支援は手厚く行っている
が、高校卒業時など若年層の転出超過

　議員と語る会で出された意
見の対応を優先したため、「雇
用の創出」に関する調査はで
きませんでした。
　継続的かつ安定した雇用を
創出することで、定住化の促
進や地域経済の活性化が図ら
れることから、今後の課題の
一つとして検討していきま
す。

【主な取り組み】
・岩泉地域振興協議会主催の「岩泉
の未来を語る会」へ参加
・議員と語る会の要望事項へ対応（ナ
ラ枯れ・町道・観光地の現況調査）
・台風5号の被害箇所の現況調査（町
道・県道・龍泉洞）

【課題】
・町の皆さんの議会への興味・関心
を高める活動
・議員のなり手不足

【主な取り組み】
・安家地区の牧道の復旧
状態を現地調査
・「観光+農業」の拠点、
道の駅川場田園プラザ
（群馬県利根郡川場村）
視察研修

【課題】
・労働生産性の向上（IT
活用や人材の育成など）
・可処分所得の向上

1 教育

3 雇用の
創出

4 町民の
所得向上 5 身近な議会

明るく元気な町へ　お披露目会でのテープカット

道の駅日本一を調査

子どもたちの
提案実現へ

　岩泉町議会議員は、本年 4月 30日で任期満了を迎えます。
　少子高齢化、人口減少が進み、コロナパンデミックに物価高が追
い討ちをかけ、苦しい生活が続きます。
　私たち議会は、行政のチェック機能、政策提言など議会活動を通
じて、町民の暮らしにどう影響を与え、そして今後どうあるべきか。
　令和 3年 5月の就任からこれまでの 4年間を振り返ります。

　議長に就任以来、責任の重さを実感しながら、公正
かつ円滑な議会運営に努めてきました。議員13人で、
町の皆さまの声を背に、人口減少や災害対策など町の
課題に有効な政策を進めるべく、議論を重ねました。
議会の活性化を目指し、次期改選からは議員報酬が増
額されます。これまで以上に積極的に議会改革に努め、
議員の責務を果たしていきます。

13 人で町の課題へ議論重ねた

議長　菊地　弘已

６年生と意見交換

【主な取り組み】
・町商工会青年部の皆さんと意見交換
・山形県西川町の関係人口の創出施策を視察研修
・清流と山菜の里ほその村（山形県尾花沢市）の
住民主体の地域づくりを視察研修

【課題】
・�少子高齢化による
人口減少
・�労働力不足、経済
縮小

2 町民の
意欲向上

西川町のつなぐ施策を調査
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議会だより
　本号はダブル表紙です。
　「３月定例会のあらまし」は、
裏表紙からご覧ください。

特集　議会が暮らしに与えた影響は
～4年間の軌跡～


